
おたる西別院だより
季刊 第103号

2012年（平成24年）12月（1）

12月29日㈯から1月6日㈰まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

●除　　夜　　会 （於　本　堂） ････ 12月31日㈪ 午後 3 時
●除  夜  の  鐘 （於　鐘　楼） ････ 12月31日㈪ 午後11時50分
●元　　旦　　会 （於　本　堂） ････  １月１日㈫ 午前 6 時30分
●宗祖聖人御祥月法要 （於　本　堂） ････  １月15日㈫ 午後１時30分
  　　16日㈬ 午後１時30分
●新 年 交 礼 会 （於　ホール） ････  １月16日㈬ 午後 4 時

年末・年始のご案内



（※注1）
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～
結
ぶ
絆
か
ら

　広
が
る
ご
縁
へ
～

新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
有
縁
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元

気
で
お
念
仏
相
続
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

小
樽
の
地
で
迎
え
る
新
年
も
今
年
で
三
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成

二
十
四
年
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
の
ご
正

当
か
ら
明
け
、
四
月
に
は
本
山
本
願
寺
と
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
調
整
中
の
部
分
も
あ
り
、
簡

単
に
は
成
果
が
で
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
様
は
小
樽
別
院
の
職
員
の
輪
袈
裟
の
名
札

の
下
に
ワ
ッ
ペ
ン（
※
注
1
）の
よ
う
な
物
が
つ
い
て
い
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？
そ
こ
に
は
、
こ
ん
な
言
葉
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

「
そ
っ
と
つ
な
が
る
　
ホ
ッ
が
つ
た
わ
る
」

そ
し
て
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て

「
結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
年
度
の
宗
派
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
合

テ
ー
マ
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

葬
送
儀
礼
や
災
害
支
援
、
環
境
問
題
、
子
育
て
支
援
な

ど
社
会
の
中
に
あ
る
問
題
に
宗
門
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
実
践
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

実
践
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
側

か
ら
一
方
的
に
投
げ
か
け
て
い
た「
い
の
ち
の
問
題
」を「
生

き
方
・
死
に
方
の
問
題
」と
し
て
具
体
的
に
一
人
一
人
の
身

の
上
か
ら
じ
っ
く
り
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
、
そ
こ
か
ら
宗

門
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
問
題
は
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

【
そ
っ
と
つ
な
が
る
】と
は
こ
ち
ら
が
強
要
し
な
い
こ
と
、

【
ホ
ッ
が
つ
た
わ
る
】と
は
安
心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
皆
様

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
お
寺
を
職
員
と
、
み
な

さ
ま
と
と
も
に
作
り
あ
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

私
た
ち
が
、
阿
弥
陀
如
来
か
ら
賜
り
親
鸞
聖
人
が
明
ら

か
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
真
実
の
み
教
え
を
、
ど
の
よ
う
に
身

の
上
に
活
か
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
じ
っ
く
り
考
え
実
践
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
は
別
院
で
法
要
や
催
し
が
ご
ざ
い
ま
す
。
職

員
一
同
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
参
り

く
だ
さ
い
。
広
が
る
ご
縁
は
そ
こ
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

合
　
掌

渡
邉

　信あ
き
ら

小

樽

別

院

輪

番

年
頭
の
ご
挨
拶

二
〇
一
三
年（
平
成
二
十
五
年
）

年 

忌 

表

ご
法
事
を
勤
め
て
い
た
だ
く
に

�

あ
た
っ
て
の
お
願
い

一
　
周
　
忌 

—
 

平
成
二
十
四
年

三
　
回
　
忌 

—
 

平
成
二
十
三
年

七
　
回
　
忌 

—
 

平

成

十

九

年

十
三
回
忌 

—
 

平

成

十

三

年

十
七
回
忌 

—
 

平

成

九

年

二
十
三
回
忌 

—
 

平

成

三

年

二
十
五
回
忌 

—
 

平

成

元

年

二
十
七
回
忌 

—
 

昭
和
六
十
二
年

三
十
三
回
忌 

—
 

昭
和
五
十
六
年

五
十
回
忌 

—
 

昭
和
三
十
九
年

ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ
る
際
は
、

①
日

　時

②
場

　所

　を
ご
相
談
い
た
だ
き
、
別
院
ま
で
ご
連
絡
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
日
時
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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双葉は法要の司会進行も生徒が担当。じっとご
輪番のお話に耳を傾けていました。一方の園児
参拝は、そわそわしながらも興味津々といった
様子で大きな内陣を観察して帰りました

お斎は準備も大変。席につくのも大
変。婦人会のみなさま、ご馳走になり
ました

御俗姓（中央）と御伝鈔（左右）の拝読。報恩講が勤まってい
るということが一層感じられる読み物

仏具を磨いてみんなで準備

法要の最後、御
お

礼
れい

言
ごん

上
じょう

。出勤のご法中とご輪番と役員のみな
さまが向かい合い報恩講を無事勤めあげたことを報告を受
け、輪番が本願寺に打電しますとの報告を面前で行います。
報恩講が終わるという安心と名残惜しさが交錯する情景

今年のお荘厳も華やか。そこに報恩講への意気込みが込め
られています

参拝者と僧侶が一
体となって法要が
完成！

報 恩 講 写 真10月13日～16日

10月12日
 小 樽 別 院

双葉参拝～三園合同参拝（小樽幼稚園・新光保育園・若竹保育所）

今年の9月は暑さ真っ盛り。夏の衣で始まる別院の報恩講

9月9日
若竹説教所彰心会報恩講

新光保育園の園児も
報恩講のお参り。みん
な良い子で緊張しま
した（笑）

「みんなで食事すると
おいしいね」そんな当
たり前のことが有り難
く思えるのも報恩講

内外ともに準備は大変。
ありがとうございます

10月19・20日
新光説教所法友会報恩講

親鸞聖人のご遺徳を讃えての祖徳讃仰や講員さんが調声を
取り勤行するのも、法要で散華があるのも奥沢の風物詩!!

11月2・3日
奥沢説教所樹心会・唯信講報恩講

今年の報恩講布教は勧学さ
んをお迎えして親鸞聖人のご
生涯を11座かけてじっくりと
取り次いでいただきました
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お寺の行事カレンダー
12月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

除夜会 午後３時
除夜の鐘 午後11時50分

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

新年交礼会午後４時～

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

常例布教

常例布教

常例布教

月忌参詣お休み

常例布教

月忌参詣
お休み

月忌参詣お休み

常例布教

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:森までご連絡ください。広告募集

月忌参詣
お休み

常例布教

宗祖親鸞聖人 御祥月法要（15・16日）午後1時30分～
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お寺の行事カレンダー
2月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

春季彼岸会

月忌参詣お休み

彼岸中日

常例布教

常例布教

常例布教

常例布教

常例布教

常例布教

※その他 各教化団体・講社の集まりもございます。
お問い合わせは小樽別院
 ☎ 0134-22-0744 まで



編
集
後
記

ふり返ってみますと、気候が例年より厳しい一年では無

かったでしょうか。特にお盆から秋のお彼岸後にかけての残

暑が厳しかったと思われます。

｢ 冬の積雪はどうか…｣｢ しばれるのか…｣｢ 梅や桜は…｣｢

来年の夏は…｣まだ来ない事をあれこれ考えてしまう私たち、

備えあれば憂い無しとは言いますが考えても解決策が出てこ

ない事を深く重く捉えるのでは無く、今このときを大切に日

暮らしさせていただきたいものです。

小樽市若松1丁目4番17号 50134−29−4080

10134−22−0744

本願寺小樽別院
連　絡　先

3分間の心のともしび

編集委員
門徒委員
福川ヨシ子
平田　晴己
宮本　和枝
竹澤　知恭

別院担当者
森　　敬信
門上　誓淳
田子　常海

●テレホン法話担当表

1/　1㈫～1/１５㈫ 輪番 2/16㈯～2/28㈭ 西川(副)

1/１６㈬～1/３１㈭ 門上 3/　1㈮～3/15㈮ 岡﨑

2/　１㈮～2/15㈮ 田子 3/16㈯～3/31㈰ 磯村

別
院
門
徒
物
故
者

︵
平
成
二
十
四
年
十
月
末
日
現
在
︶

小
野
田
　
ミ
ド
リ

髙
　
野
　
　
　
廣

中
　
川
　
昭
次
郎

貴
　
正
　
ヤ
　
ス

秋
　
葉
　
武
四
郎

勝
　
戸
　
宗
四
郎

上
　
勢
　
健
　
司

中
　
村
　
純
　
一

安
　
田
　
芳
　
枝

平
　
田
　
保
　
和

田
　
中
　
シ
ゲ
子

木
　
下
　
　
　
清

金
　
澤
　
喜
美
子

池
　
田
　
良
　
治

牧
　
田
　
光
　
雄

村
　
井
　
孝
　
一

元
　
木
　
輝
　
之

清
　
水
　
タ
　
イ

西
　
野
　
　
　
忠

関
　
　
　
勝
　
美

井
　
上
　
孝
　
行

黒
　
坂
　
テ
ル
子

杉
　
谷
　
け
　
い

小
　
林
　
大
　
祐

明
　
地
　
恒
　
靖

松
　
井
　
眞
智
子

永
　
森
　
英
　
二

吉
　
井
　
唯
三
郎

吉
　
田
　
キ
　
ヨ

扇
　
子
　
富
　
夫

齊
　
藤
　
美
智
代

上
　
杉
　
勝
　
政

原
　
岡
　
玲
　
子

古
　
瀬
　
　
　
澄

（
敬
称
略
）

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
日
付
で
発
令
さ
れ

ま
し
た

秋
の
叙
勲
で
小
樽
別
院
の
責
任
役
員
・
総
代
の

杉
本
守
巧 

様
が
旭
日
中
綬
章
の
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

※
藍
綬
褒
章
と
は
公
衆
の
利
益
を
興
し
成
績
著
明
で
あ
る
方

　
又
は
公
同
の
事
務
に
尽
力
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　 

こ
の
度
は
自
動
車
運
送
事
業
振
興
功
労
が
受
章
の
理
由
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

2012年（平成24年）（6）

※ 親鸞聖人の教えと人間像やお布施の
表書きや焼香の作法。本願寺の案内
など７０頁という薄さの中に要点が広く
網羅されています。「戒名と法名」「天
国と浄土」など意外と知らなかった事
が丁寧に解説されている納得の一冊。

※ 恵信尼公の足跡を実際にたどり、史料も
幅広く紹介、写真も豊富な一冊です

『 浄土真宗はじめの一歩』
 森田真円 釋徹宗 著　 本願寺出版社

定価：¥ 1,260（税 込）

 親鸞聖人の妻『 恵信尼公の生涯』
 大谷嬉子 著　　 本願寺出版社

定価：¥ 1,050（税 込）

書籍紹介 小樽別院からのお願いとお知らせ

　小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
ご
家

庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署
名
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の
日
時
で
の
納
骨
や
ご

法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に
日
程

や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

電
　
話
　
〇
一
三
四
（
二
二
）〇
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
三
四
（
二
九
）四
〇
八
〇

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

小樽別院
四角形



お
知
ら
せ
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謹
賀
新
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

本
願
寺
小
樽
別
院

輪

　
　
　番 

渡
邉
　
　
信

副

　輪

　番 

西
川
　
達
恵

参

　
　
　勤 

岡
﨑
　
昌
麿

参

　
　
　勤 

磯
村
　
真
一

参

　
　
　勤 

村
田
　
法
道

参

　
　
　勤 

森
　
　
敬
信

承

　
　
　仕 

門
上
　
誓
淳

承

　
　
　仕 

田
子
　
常
海

事

　務

　員 

下
田
　
麻
実

事

　務

　員 

海
藤
真
己
子

臨
時
法
務
員 

山
田
　
善
眞

非
常
勤
調
理
員 

本
郷
　
昶
子

責
任
役
員
・
総
代 

杉
本
　
守
巧

総

　
　
　代 

福
島
　
正
紘

総

　
　
　代 

荒
田
　
一
正

総

　
　
　代 

岩
山
　
　
豊

総

　
　
　代 

北
川
　
喨
一

別 
院 

総 

代 

猪
田
　
格
一

顧

　
　
　問 

小
紙
　
文
隆

仏
教
壮
年
会
会
長 

辻
井
　
聡
克

仏
教
婦
人
会
会
長 
杉
本
美
穂
子

仏
教
青
年
会
会
長 
藤
井
　
亜
季

園

　
　
　長 

渡
邉
　
　
信

副

　園

　長 

夏
秋
　
久
子

主

　
　
　任 

藤
井
　
亜
季

副

　主

　任 

本
間
　
美
樹

教

　
　
　諭 

本
　
　
一
惠

教

　
　
　諭 

星
野
　
夏
未

教

　
　
　諭 

市
川
　
容
子

教

　
　
　諭 

佐
藤
　
若
菜

バ
ス
運
転
手 

伊
藤
　
光
行

バ
ス
運
転
手 

山
下
　
隆
宜

バ
ス
運
転
手 

宇
都
宮
栄
治

用

　務

　員 

真
鍋
　
智
子

臨 

時 

教 

諭 

渡
部
　
綾
子

園

　
　
　長 

川
口
美
由
紀

園 

長 

代 

行 

鈴
木
　
久
司

主
任
保
育
士 

小
田
桐
景
子

保

　育

　士 

関
谷
　
育
子

保

　育

　士 

栗
原
　
恭
子

保

　育

　士 

若
杉
　
倫
子

保

　育

　士 

知
本
　
美
保

臨
時
保
育
士 

鈴
木
　
雅
恵

臨
時
保
育
士 

佐
々
木
麻
美

臨
時
保
育
士 

安
川
　
香
美

臨
時
保
育
士 

本
多
あ
ゆ
み

臨
時
保
育
士 

山
田
　
朋
果

臨
時
保
育
士 

西
谷
　
悠
花

臨
時
保
育
士 

及
川
　
亜
妃

臨
時
保
育
士 

岩
根
　
有
紀

臨
時
保
育
士 

川
口
　
ま
ゆ

臨
時
保
育
士 

小
松
原
由
祈

臨
時
保
育
士 

栃
木
　
明
子

臨
時
保
育
士 

檜
垣
可
奈
子

臨
時
保
育
士 

渡
辺
絵
里
子

調

　理

　師 

小
林
由
貴
子

臨
時
事
務
員 

柿
澤
　
里
和

臨
時
調
理
員 

貴
正
　
聖
子

臨
時
調
理
員 

笠
井
二
美
子

臨
時
調
理
員 

小
川
美
由
紀

所

　
　
　長 

村
田
　
法
道

副

　所

　長 

鈴
木
　
久
司

主
任
保
育
士 

金
澤
　
久
世

保

　育

　士 
義
川
　
潔
美

保

　育

　士 

北
嶋
　
里
江

臨
時
保
育
助
手 

藤
田
　
美
樹

臨
時
保
育
助
手 

岡
本
ま
り
子

調

　理

　師 

中
田
美
津
江

用

　務

　員 

田
中
　
敬
子

　
小
樽
別
院
職
員

　
小
樽
幼
稚
園
職
員

　
新
光
保
育
園
職
員

　
若
竹
保
育
所
職
員

 

○ 

宮
本
英
子
総
代
が
平
成
二
十
四
年

十
月
末
の
任
期
満
了
に
伴
い
ご
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

平
成
八
年
十
月
よ
り
十
六
年
に

亘
り
総
代
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

○ 

本
年
四
月
よ
り
用
務
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

平
井
信
子
さ
ん
が
十
月
末
で
退
職

さ
れ
ま
し
た
。



発
行
者

　本

　願

　寺

　小

　樽

　別

　院

　
　発
行
人

　渡わ
た

邉な
べ

　信
あ
き
ら

2012年（平成24年）（8）


